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　人事制度の成否を分けるポイントとして，評価面

談がいかに適切に行えているかが挙げられます。実

際，上司が部下を納得させられておらず，人事制度

に対する不満を誘発したり，せっかくの人材育成の

機会を逃してしまったりしているケースが多く見受

けられます。

　評価面談を価値あるものにするために，今回は改

めてコーチングの観点を取り入れた面談のコツをご

紹介します。

部下の成果や行動を「承認」する

　 1点目は「承認」です。承認とは，相手をほめる，

認めることです。

　人は承認されることで「この人は自分のことを分

かってくれている」と感じ，その積み重ねが相手へ

の「信頼」につながっていきます。

　その時のコツは，少し大袈裟なくらいに意識して

ほめることです。あるコミュニケーションに関する

調査によると，「部下をほめている」という上司が

8割を占めるのに対して，「上司がほめてくれる」

と答えた部下が 5割，とギャップがあったそうです。

つまり上司側がほめているつもりでも，部下はそう

感じていない，ということです。

　ほめる時には，①相手の目を見て，②具体的な成

果，行動を例に出して，③しっかりとほめることに

留意しましょう。

とにかく「傾聴」を意識する

（話す時間は，部下8割・上司2割）

　 2点目は「傾聴」です。とにかく「部下の話を聴

くこと」です。

　人は，自分自身が納得したことでなければ動くこ

とはできません。つまり部下が自ら課題を認識し，

成長に向けた改善点を能動的に見出すことが重要で

す。そのためには，「自分の話を聴いてもらえた」

という感覚を持ってもらうことがコツです。

　ところが実際の面談では，上司が一方的に話し，

部下は聞いているだけ，という状況が少なくありま

せん。また部下が評価結果に納得しているかどうか

さえ，確認しないまま面談を終えているケースもあ

ります。

　今一度，部下の立場から自身の面談を振り返るこ

とで，自分がどれだけ部下の話を聴くことができて

いるかチェックしてみましょう。

「質問」のスキルを磨く

　 3点目は「質問」です。コーチングの基本的な考

え方は，「質問を中心としたコミュニケーションを

とることで相手の答え（アイデア）を引き出し，課

題解決に導くこと」です。そのためには，相手が自

由に答えられる質問を中心に進めていくことがコツ

です。

　具体的には，「どこでつまずいているのか？」「ど

んな目標にしたい？」「いつまでにやりたい？」「目

標達成には何が必要だろう？」といった 5W 1Hを

使った質問を使うことで，部下の考えが引き出しや

すくなります。

　また，部下が「私はどうしてこの評価なのか」と

反論してきた時はチャンスです。「そうだね。○○

のところではよく頑張ってくれている。だからこそ

君にはもう 1段レベルの高いことを期待している。

もう一歩進んでやるとすれば，何ができる？」とい

う主旨の前向きな質問ができれば，部下の自発的な

思考と行動を促すことにつながります。

　今回は，コーチングの基本である「承認」「傾聴」

「質問」の観点から評価面談実施のコツをご紹介し

ました。もし意識できていない観点があれば，実践

してみてください。
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